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研究成果の概要（和文）：2014年2月14-16日の南岸低気圧による関東甲信地方を中心とした大雪災害に対して、気象場
及び降雪特性、広域積雪分布の把握及び積雪特性、雪崩災害、融雪災害、生活関連雪害、建築構造物雪害、農業被害、
道路交通関係被害、雪崩ハザードマップ作成、メソ気象モデルによる再現実験と大気循環場解析について調査研究を行
った。その結果、この災害をもたらした気象・積雪現象と各種災害の実態を明らかにするとともに、太平洋側地域にお
ける今後の雪対策を提言した。

研究成果の概要（英文）：We have investigated the heavy snowfall event and disaster that occurred in the 
Kanto-Koshin district on Feburuary 14-16, with special attention to meteorological and snowfall 
characteristics, atmospheric circulation fields, snow cover distribution, snowpack properties, snow 
avalanche and snowmelt disasters, snow damages of buildings and greenhouses, traffic disturbances, and 
avalanche hazard map. Consequently, the meteorological and snow hazards that brought this disaster was 
clarified as well as the actual situation of the disaster. Finally, we proposed future disaster 
mitigation measures against heavy snowfall in the Pacific Ocean side of Japan.

研究分野： 雪氷防災学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 2014 年 2 月 14 日－16 日に南岸低気圧の接
近･通過により、関東甲信地方を中心に広範
囲で雪が降り続き記録的大雪となった。この
ため、家屋等の倒壊、落雪などによって死者
26人、負傷者1048人を出す大災害となった。
また、多数の道路雪崩･集落雪崩と孤立集落、
幹線道路の長期間にわたる大渋滞･通行止め、
農業用ハウス等の倒壊による甚大な農業被
害、首都圏における大規模な屋根崩落被害な
どが発生しており、広域かつ多方面に大きな
影響を及ぼした。非雪国における大雪への備
えという課題は、これまであまり想定してい
なかったことであり、組織的調査によって実
態を正確に把握する必要が生じた。 
 
２．研究の目的 
 関東甲信地方を中心とした大雪に対し、気
象場･降雪特性や積雪分布･積雪特性を明ら
かにするとともに、雪崩災害、融雪災害、人
的被害、建物被害、農業被害、道路交通被害
などの実態と発生過程を解明し、大雪に関す
る情報や対策の蓄積が乏しい太平洋側地域
における今後の防減災対策を提言すること
が本研究の目的である。 
 
３．研究の方法 
 本研究では、大雪をもたらした気象場及び
降雪特性、広域積雪分布の把握及び積雪特性、
雪崩災害、融雪災害、生活関連雪害、建築構
造物雪害、農業被害、道路交通関係被害、雪
崩ハザードマップ、メソ気象モデルを用いた
再現実験と大気循環場解析の合計 10 課題を
設定し、現地調査、資料収集、データ解析等
を行った。各研究課題に対して研究グループ
を構成し、グループごとに調査研究を行った。
2014 年 6 月にはその成果を持ち寄り，研究組
織全体の研究成果発表会を開催した． 
 
４．研究成果 
(1)メソ気象モデルを用いた再現実験の結果、
上空 2000 m 付近を中心に関東地方の対流圏
下層では顕著な東風が卓越しており、接近し
た低気圧による南風が収束して発達した雪
雲が山梨県方面に流入する状態が 6 時間程度
継続したため富士山北麓～甲府盆地にかけ
て多量の降雪をもたらしたと考えられる。 
 
(2)全国 2227 地点の積雪深データに基づき詳
細な積雪深分布図を作成した結果、積雪深が
１ m を超えるエリアが山梨県一円と群馬・
埼玉・東京・神奈川・静岡県境の山間部にか
けて袋状に分布し、関東甲信地方の積雪深分
布は、西部ほど多く、東部で少ない「西大東
小」型であることが明らかとなった。 
 
(3)雪崩は 10 都県の広範囲で発生し、除雪の
遅延、孤立集落の長期化などの影響を与えた。
崩れやすい降雪結晶のため、樹木の密生地 
でも発生し、樹木をすり抜けて流動するなど、

冬型の降雪が起因する雪崩と異なる性質で
あることが分かった。 
 
(4)集落孤立が多発した山梨県を対象として、
資料調査、自治体聞き取り調査、孤立集落リ
ーダーへのアンケート調査及び事例集落聞
き取り調査を行った。これをもとに、孤立集
落の概念とその問題点、大雪時の孤立集落の
状況、行政対応の実態と課題などを明らかに
し、集落のレジリエンシーに着目しつつ今後
の孤立集落対策に対する提言をまとめた。 
 
(5)関東中西部に南北に連なる鉄骨造構造物
被害の帯が認められた。また、カーポートな
どの簡易な構造物が被害を受け、5 名もの人
命が失われるなど、日本海側地域とは異なる
都市型とも言える様相の被害であった。降雪
時の建築構造物管理上、さらには施設利用者
の人命を守るためには、降雪時の気象情報と
して積雪深に加えて予想雨量が発表され、規
定の値に達しそうな場合には施設管理者が
施設の利用を禁止するなどの措置がとれる
ような体制作りが重要である。 
 
(6)農研機構メッシュ農業気象データから
500 N/m2を超える積雪荷重分布が山梨県・北
関東等に分布することが分かった。群馬県で
は、屋根上の滑雪がなかったパイプハウスの
屋根陥没被害の他、谷部の荷重による連棟温
室の柱転倒被害が多く発生していた。農業施
設の被災原因としては、柱が転倒した事例で
は筋交をはじめとする斜材の不足、および骨
組の接合部の強度不足が挙げられる。基礎が
転倒もしくは沈下した事例では、基礎の埋設
深不足や盛土等の軟弱地盤への埋設による
基礎の支持力不足が被災を拡大した。今後の
対策として、適正な位置における筋交の設置、
骨組接合部に使用する金具および柱ベース
プレートの厚さの増加、柱基礎接合用角型鋼
管の補強、柱梁接合部への方杖の追加、およ
び陸梁の追加が挙げられる。 
 
(7)国道 18 号線の立ち往生・通行止めについ
て聞き取り調査等を行い、発生時の気象状況、
通行止めの発生過程、スタック車両の発生状
況、道路管理者の対応等を明らかにした。 
 
(8)2014 年 6 月から 8 月にかけて、群馬県、
山梨県、東京都において、自治体等との共催
で大雪災害シンポジウムを開催し、研究成果
を発信した。また、8 月には研究成果報告書
500 部を作成し、関東甲信地方を中心に行
政・防災・交通・農業等の関係者や技術者・
研究者に配布した。さらに、10 月には新潟に
おいて「関東甲信大雪災害展 －「非雪国」
を襲った雪害の記録－」を開催し、研究成果
の普及に努めた。 
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